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 １ 問題の所在̶社会学における時間の問題   
 ２ 本論文の目的  
 ３ 時間カテゴリの豊穣化によって何が明らかになるか̶「近代的世界像」の問題    





 １-１ 「絶対時間」との対決̶一九世紀後半から二〇世紀初頭の哲学  
 １-２ 時間の社会学の成立̶質的な時間の探究  
 １-３ 時間の社会学の展開̶「統合的な社会理論」の時代  
 １-４ 近代的時間の諸性格  
１-	５ 二つの近代的時間論と真木悠介の四象限図式  
第２章 近代的時間の変容̶ハルトムート・ローザの加速化論 
 ２-１ ローザの立場  




 ３-１ はじめに   
 ３-２ 第一の比較社会学̶抽象性と不可逆性  
 ３-３ 第二の比較社会学̶時間のニヒリズム  
 ３-４ もう一つの比較社会学̶積み重なる時間  
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 ３-５ 「天空の地質学」への展開̶『宮沢賢治』の時間論  






 ５-１ 『意味構成』第二章における孤独な自我の構成分析   
 ５-２ 『意味構成』第三章における他者理解論  
 ５-３ 「同時性の理路」と「自己解釈の理路」   
 ５-４ 「自己解釈の理路」におけるふたつの過去  
 ５-５ 反省とレリヴァンス̶前述定的領域の先構造化  
 ５-６ 小括̶時間論を基底にもつシュッツ社会理論   
第６章 シュッツにおける「垂直に積み重なる時間」 
 ６-０ はじめに   
 ６-１ 「垂直に積み重なる時間」における過去   
 ６-２ 「垂直に積み重なる時間」における未来   
 ６-３ 「垂直に積み重なる時間」における現在   
 ６-４ 小括   
第７章 シュッツにおける社会的世界の時間的構成 
 ７-１ 社会的世界論の概要   
 ７-２ 通常の諸社会的世界の相互関係   
  ７-３ 社会的世界の時間的構成  
 ７-４ 地平的な諸社会的世界の相互関係  
結論 
 １ 「垂直に積み重なる時間」にもとづく世界像は何を捉えうるか 















瞰された「地図的」な世界の像だということにある（谷 1984: 227; 若林 [1995] 2008; 野家 
[1996] 2005）。近代的世界像は、大森荘蔵が「物体世界」と呼ぶような性質、すなわち「物
体世界は無視点で知性的に思考される半神的世界把握」（大森 [1985] 1998: 296）であると
いう性質をもつのである。 














































































































































































































































することが今日の社会理論の課題の一つであるならば（佐藤 2011; 盛山 2011）、まさし
く世界に内在した立場から発されたシュッツの社会理論は、この課題の解決に資するきわ
めて有意義な枠組みとなるはずである。この点で、シュッツの社会理論の内在的な性格を
強調してきた本論文は、シュッツの社会理論をアクチュアルな社会理論として位置づけた
という意義をもつ。 
 だが本論文には多くの点で課題がある。ここでは三点、指摘しておきたい。 
 まず挙げなければならないのは、空間の問題である。近代的世界像の問題を十分に捉え
るためには、時間だけでなく空間の問題を取り上げることが必要不可欠であるが、本論文
では空間についてはほとんど議論ができていない。これについてはシュッツを起点に、現
象学的な空間論と社会学的な空間論を検討するといったさらなる研究が必要である。 
 また第二に、近代的世界像という本研究の出発点が、さらに精緻化される必要性が挙げ
られる。われわれはこの世界像を、本論文での探究に必要なかぎりで描き出したにすぎな
い。だがこの問題は、社会学や人文社会科学にとどまらない科学の全体に関わる大きな問
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題であり、それゆえすでに様々な分野において先行研究があるだろう。今後は他分野の研
究をも取り入れながら、この近代的世界像の問題をさらに精緻化していく必要がある。 
 第三に、本研究は社会理論をはじめとした他の社会学研究との関連づけがいまだ十分で
はない。たとえば近代的世界像という本研究の出発点についても、では他の社会理論ない
し社会学がどのようにそれを採用し、またどのようにそれを批判しているのかということ
を詳細に論究することができていない。この課題については、本論文の成果を個々の社会
理論と突き合わせて検討することが今後必要になる。 
 以上で挙げたもののみならず、本論文には多くの点に課題がある。しかしながら、シュ
ッツに依拠しながら「垂直に積み重なる時間」の概念を析出し、それにもとづいた世界像
を、近代的世界像とは別様の世界像として呈示するという基本的な線だけは引くことがで
きたと考えている。今後はこの線をさらに肉づけし補強しながら、積み残した問題に一つ
一つ取り組んでいきたい。 
